第６部会（文化スポーツ教育）第１４回部会概要

　日　時　平成２０年３月２５日（火）午後６時００分～午後８時００分

　場　所　第３委員会室

　出席者　部 会 員：川島芳治　平田誠治　片岡光子　菅井博昭　鈴木信義
前野利一　谷　善一

　説 明 員：社会教育グループ総括主幹千葉利行　主査市原英彰
事 務 局：企画グループ企画調整主査立中善則

　部会の冒頭　川島部会長から、３月２１日開催の第１３回運営委員会の報告を行った。

　（報告内容）

　３月２１日（金）第１３回運営委員会が開催され、《登別市立図書館に関する提言

書》何回かフィードバックしていたが提言書がまとまり、運営委員会委員長名で提出
となる。

　議　題　１　「登別市スポーツ振興基本計画」の進捗状況について

　（川島部会長）
　　本日の議題は、「登別市スポーツ振興基本計画」の進捗状況についてであります。担当であります社会教育グループ千葉総括主幹より説明をお願いする。

　●千葉総括主幹から、「登別市スポーツ振興基本計画」の進捗状況について説明。
【説明の概要】

　　◇登別市におけるスポーツ振興の現状について

　　・平成１７年３月　登別市スポーツ振興基本計画を策定する。

　　・登別市スポーツ振興基本計画は、平成１７年度を初年度として、１０年間を期

間して定める。

　　・登別市スポーツ振興基本計画は、第１章から第６章により構成され目標を定め

　　　ている。

　　・スポーツ振興の取組は、登別市スポーツ振興基本計画を基に個々に実施してい

る。

　　・取組は、その時々の社会情勢やニーズにあったことをやっていかなければなら
ないと考えている。

　　・スポーツ振興について、教育委員会、体育協会、文化協会、文化・スポーツ財

　　　団の四者懇談を行い課題、成果、効果等を協議している。

　　・新たな取組として、出来るかどうかを別にして、この度、北海道ではＪＯＣと

パートナー協定を結び、オリンピックの開催にあわせて選手強化合宿の誘致を
行った。この取組は一流選手及び指導者との交流等が図られるというメリット
があるので、スポーツ振興としての意味合いからして、考えていく余地もある

のではないかと思っている。

　　・子ども地域交流クラブが６中学校区にあり、地域密着型のスポーツ交流を行な
っている。

【質疑・意見等】

　　Ｑ：登別市のスポーツ振興の実態はどのようになっているのか。　　　　　　　

Ａ：平成８年に文化・スポーツ振興の推進を図るため市民の参画を狙いとして文
化・スポーツ財団を設立し、これまで教育委員会が実施していた事業を文
化・スポーツの事業を財団へ移行した。

文化スポーツ財団は、指定管理者として体育施設の管理と各種スポーツ講座
及び大会等を行なっている。

　　体育協会は、競技スポーツを担当している。

　　体育指導員は、市民の中に入りスポーツ・レクリエーションの普及・指導を

行なっている。

　　教育委員会としては、今後　総合型地域スポーツクラブについて取組んで行
　　きたいと考えている。
　　Ｑ：体育指導委員の教育委員会での位置付けは。

Ａ：体育指導委員は、社会教育法で設置義務がある。

Ｑ：施設（総合体育館等）を利用する場合、既に何年も利用しているグループが

あると、新しいグループが利用しづらいという声があるが。

Ａ：学校開放利用事業は、年度当初利用申込を受付、利用団体者間で年間使用調

整を行なっており、年度途中からの利用については難しい。総合体育館につ

いても、同様の状況である。　　　　　

また、平成１９年４月　三市（室蘭市・登別市・伊達市）スポーツ会議を

立上げ、近隣の施設で他市の市民が利用できることが可能かどうか協議・検

討を行なうことになっている。

Ｑ：三市スポーツ会議には、体育協会は入っているのか。

Ａ：三市の行政機関で構成しているため、体育協会は入っていない。
Ｑ：文化・スポーツ財団と体育協会は、スポーツについての考え方は同じと思う

ので、一体化してスポーツ振興を進めるべきでないか。

Ａ：文化・スポーツ財団は、市民参画を基本としてスポーツ振興を図ることを目
的としている。今後　教育委員会としては、文化・スポーツ財団と体育協会
の三者によりスポーツ振興のために議論を深めて行かなければならないと
考えている。

Ｑ：文化・スポーツ財団と体育協会の一本化は、なぜできないのか。

Ａ：それぞれの団体には、それぞれの役割分担があるので、教育委員会を含めて
二者とこれからの議論をしていくことが必要と考えている。
Ｑ：第２章スポーツ・レクリエーション活動の推進　３　施策の方向　

（６）競技スポーツや生涯スポーツの担当窓口などについて市民にわかりやす

い運営方法や窓口の在り方について、

　　　①イベント、競技スポーツ、生涯スポーツ担当窓口をつくってほしいが。

　　　②施設はこうあるべきという考え方の、協議の場の拡大、市民への情報公開を

すべきと思うが。

Ａ：①窓口に関しては、施設は指定管理者制度により文化・スポーツ財団、学校　

　　開放利用事業は教育委員会となっており、一本化していないため市民の方に

は不便をかけていると思う。

　　　　②施設に関しては、使用料金について受益者負担を考慮し、２０年度末が使

用料金の見直しの時期になるので、使用料の改定及び減免の廃止を含め検討

する予定でいる。

　　Ｑ：スポーツによる健康増進の考え方は。

Ａ：健康増進に関しては、例えば、保健福祉部が担当しているヘルスパイオニア

タウン事業がある。今後　関係部局と連携して行きたいと考えている。
Ｑ：指定管理者が施設を管理している場合、管理者の事業計画と市民の利用が重
複した時の調整が必要な場合の時期についての考えは。

Ａ：指定管理者より、年間事業計画の提出があるので、教育委員会も入り調整を
　　して行きたい。

　　Ｑ：第２章　スポーツ・レクリエーション活動の推進　１　現状と課題　（３）
　　アンケート調査のスポーツを行う回数の年代別で、６０歳代のスポーツの種

類は何か。

Ａ：６０歳代の方は、軽スポーツを行う方が多いです。

Ｑ：ＪＯＣと北海道とのパートナー協定に関して、登別市で体制が整った場合、

受入可能なスポーツはあるのか。
Ａ：屋内体育館で出来るバレーボールなどが可能とは考えられるが、受入等につ

いては、利用者との兼ね合いがあるので何ともいえない。
◇スポーツ振興を考えた場合、文化・スポーツ財団と体育協会の一本化を進める

のための両者による協議を行ってほしい。

◇四者（文化・スポーツ財団、体育協会、文化協会、教育委員会）懇談について、

　会議の見直しを行い代表者レベル以外に、実務者レベルの協議が必要と考える。
　　◇教育委員会として、育てるスポーツは何か。スポーツ振興をどのように考えて

　いるのか、市民に分かるようにしてほしい。

◇市民ニーズを誰が、どこで、どのように集約するのか、教育委員会の立場で把握すべきでないか。

【まとめ】

　●「登別市スポーツ振興基本計画」の進捗状況について、本日の部会で終了する。

●次回のテーマについて
　　「登別市文化振興計画」の進捗状況及び取り組みについて。

※部会員で意見交換を行います。
●次回部会開催日について
　　平成２０年４月２４日（火）　午後６時～　市民会館２階　小会議室






